
◆関係人口の創出に向けて、町内５農家と
連携し、｢農業ツアー・農業インターン｣
を実施。移住支援サイトへの登録など継
続的な関係構築に繋がった。

◆地域資源である｢杉原紙｣を活用した和紙
ブランド｢HALOP(ハロップ)｣を立ち上げ
商品ラインナップを拡充し、全国各地の
展示会・EC販売を通じて、伝統和紙の
認知向上に繋げた。

◆情報発信には、移住情報サイ｢SMUOT｣
を活用し、１年間で17件のプロジェクト
を公開した。

◆人口減少と若者流出が進む中、地域の持

続可能性に課題を感じ、2022年11月に

行政100％出資の法人を設立、パートを

含め９名の構成員で活動を行っている。

◆特産品事業・観光事業の中で収益を得る

ことにより地域経済の循環を生み、関係

定住人口の増加を図ることを目指してい

る。

◆｢農業体験ツアー｣や｢農業インターン｣を

通じて都市と農村の交流人口増加に取り

組んでいる。

写真２

農業体験インターン実施

農業体験ツアー実施 杉原紙を使ったHALOPの新商品

写真３

概 要 成 果

－地域の資源を活かし、街に賑わいを創る－
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